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日本豆乳協会（事務局：千代田区二番町 会長：重山 俊彦 キッコーマンソイフーズ

株式会社 取締役会長、事務局長：川村 良弘、以下豆乳協会）では、2019 年から若年

層における豆乳摂取の実態に関するアンケート調査を実施しています。第 2回となる今

回は、家庭内での豆乳購入率が増加していること、生徒の豆乳摂取頻度も増加傾向にあ

ることが分かりました。 

 

日本豆乳協会では、2020年 9月から 12月にかけて、若年層にける豆乳の摂取状況を確

認するため、「スポーツ×豆乳応援キャンペーン」に参加した全国 31 校約 13,000 名の

生徒を対象に豆乳の摂取に関するアンケート調査を実施しました。その結果、青森から

沖縄に至る高等学校から、約 8000 件のアンケートサンプルを回収し、高校生や各家庭

における豆乳の摂取状況を把握しました。 

 

調査の結果、地域差や男女差はなく、全体の約 80%が「豆乳の摂取経験」があり、「豆

乳をよく飲む」、「豆乳をたまに飲む」という回答が増加傾向（前年比約 10%増）にあり

ます。また、豆乳購入世帯の割合も増加しており、43.5％の家庭で「豆乳をいつも購入

している」、もしくは「豆乳は家にあることもある」という状況にあります。「豆乳を今

後も飲んでみたい」という生徒が全体の約 65％を占め、昨年と比較し 10％上昇してい

ます。生徒の間で、「豆乳鍋」や「（豆乳の）スイーツやデザート」などを通し、豆乳を

摂取していること、また、豆乳協会が実施したキャンペーンで「植物性たんぱく質の摂

取の重要性」を知ったことなどから、豆乳に対して好意的な印象を持ち、摂取の機会が

増加し、愛飲意向が高まっている傾向が見て取れました。 
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豆乳協会では、主に高校生を対象とした食育活動を積極的に展開しています。豆乳の特

長や有効性をまとめた広報誌を発行し、高校生を中心に配布するとともに、高校へ出向

いて実施する「豆乳食育移動教室」や「スポーツ×豆乳応援キャンペーン」の活動等を

通して、若年層に植物性たんぱく質摂取の重要性や豆乳や大豆食品等に関する啓発活動

を行ってきました。今回のアンケート調査の結果から、これらの活動の成果が、現れて

きていると実感しています。また、豆乳協会では、国民一人あたりの豆乳（類）年間飲

用消費量を 4ℓに増加させ（2015年 2.4ℓ / 総人口 12,700万人）、年間総生産量を 50万

㎘にすることを目標に、豆乳に対する人々の理解や関心を高めるため、年間を通じて

様々な啓発・啓蒙活動を展開していきます。 

 

 

スポーツ×豆乳応援キャンペーン： 

豆乳協会が実施している「スポーツ×豆乳応援キャンペーン」は、全国のスポーツ強化

校に指定されていている高校に対し、良質な植物性たんぱく質が豊富な豆乳の摂取を通

し、体づくりを促進するため、豆乳協会が希望する学校に豆乳を協賛している。2020

年は、7月から 9月まで実施し、全国 31校に約 13000 本の豆乳を協賛した。 

 

 

 

（参考） 

 

日本豆乳協会は、豆乳および豆乳製品の普及を第一の目的に様々な啓蒙活動を行ってい

ます。昭和 54 年 9 月 1 日に設立して以来、豆乳メーカー各社が会員となり、メーカー

同士の親睦や情報交換、さらには他の機関や団体との協調を図っています。豆乳類の製

造、加工、品質、流通に関する研究はもちろん、業界の健全な育成、発展に寄与するこ

とをミッションに、日々、豆乳の普及や期待される効果・効能の啓蒙活動を展開してい

ます。毎年 10月 12日を「豆乳の日」と制定し、業界全体が一丸となって豆乳の普及に

向けて様々な活動を行っています。 
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